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平成２２年度 千葉県年齢別･町丁字別人口調査結果の概要 
 

 

 

 

 

 

Ｉ．人口の動向 

 １ 総人口 

（１） 千葉県 

平成２２年４月１日現在の千葉県の総人口は６２６万６，６０８人で、平成２１年４月から平成２２年 

３月までの１年間に２万７，４６３人（０．４４％）増加した。総人口は引き続き毎年増加しているが、

増加率は平成２２年に５年ぶりに前年を下回った。（表１、図１） 

 

表１ 総人口の推移 

年次 総人口（人） 増加数（人） 増加率（％） 

平成１６年 6,098,434 29,314 0.48 

   １７年 6,113,661 15,227 0.25 

   １８年 6,134,039 20,378 0.33 

   １９年 6,160,519 26,480 0.43 

   ２０年 6,199,089 38,570 0.63 

   ２１年 6,239,145 40,056 0.65 

   ２２年 6,266,608 27,463 0.44 

注）増加数・増加率は前年との比較による。 

 

 

図１　総人口の人口増加数及び増加率の推移
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注）増加数・増加率は前年との比較による。 

 

 

 

 

特 集 

※この調査は、市区町村からの報告を取りまとめたもので、

概要に記載した人口は、各年４月１日午前零時現在の 

「住民基本台帳人口」と「外国人登録者数」の合計です。 
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（２）市町村 

人口が最も多いのは千葉市の９５万５，０２２人となっている。次いで、船橋市の６０万９，９８７人、 

以下、松戸市４９万１８２人、市川市４７万５，２９４人、柏市４０万１１２人の順となっており、この５市

で千葉県総人口の４６．８％を占めている。（表２） 

また、人口が最も少ないのは神崎町の６，７１２人でとなっている。次いで、睦沢町の７，６４７人、 

以下、御宿町８，１０１人、長柄町８，１１６人、芝山町８，２００人の順となっている。（表３） 

 

表２ 多い順 

順位 市町村名 人口（人） 千葉県の総人口に占める割合（％） 

1 千葉市 955,022 15.24 

2 船橋市 609,987 9.73 

3 松戸市 490,182 7.82 

4 市川市 475,294 7.58 

5 柏市 400,112 6.38 

 

表３ 少ない順 

順位 市町村名 人口（人） 千葉県の総人口に占める割合（％） 

1 神崎町 6,712 0.11 

2 睦沢町 7,647 0.12 

3 御宿町 8,101 0.13 

4 長柄町 8,116 0.13 

5 芝山町 8,200 0.13 

 

 

２ 男女別人口 

男女別人口は、平成２２年４月１日現在で男性３１３万６，７０５人、女性３１２万９，９０３人となった。

平成２１年４月から平成２２年３月までの１年間に、男性は１万２，５９２人（０．４％）の増加、女性は 

１万４，８７１人（０．４８％）の増加となった。また、男女別人口の推移をみると、その差が縮まっている。

（表４、図２） 

 

 

表４ 男女別人口の推移 

年次 総数（人） 男（人） 増加数（人） 増加率 女（人） 増加数(人） 増加率 

平成１６年 6,098,434  3,059,566  11,725  0.38% 3,038,868 17,589  0.58% 

   １７年 6,113,661  3,065,181  5,615  0.18% 3,048,480 9,612  0.32% 

   １８年 6,134,039  3,073,704  8,523  0.28% 3,060,335 11,855  0.39% 

   １９年 6,160,519  3,085,473  11,769  0.38% 3,075,046 14,711  0.48% 

   ２０年 6,199,089  3,104,173  18,700  0.61% 3,094,916 19,870  0.65% 

   ２１年 6,239,145  3,124,113  19,940  0.64% 3,115,032 20,116  0.65% 

   ２２年 6,266,608  3,136,705  12,592  0.40% 3,129,903 14,871  0.48% 

注）増加数・増加率は前年との比較による。 
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図２　男女別人口の推移
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Ⅱ．年齢３区分別人口 

１ 千葉県 

平成２２年４月１日現在の千葉県の年齢３区分別人口は、０～１４歳の年少人口が８３万４，１３９人、１

５～６４歳の生産年齢人口が４１４万９，８９５人、６５歳以上の老年人口が１２８万２，５７４人となって

おり、それぞれ総人口に占める割合は、１３．３％、６６．２％、２０．５％となっている。これを平成２１

年４月１日現在と比べると、年少人口割合が０．１ポイント減少、生産年齢人口割合が０．５ポイント減少、

老年人口割合が０．６ポイント増加となった。 

また、平成１６年からの年齢３区分別人口割合の推移をみると、年少人口割合と生産年齢人口割合は共に減

少しており、老年人口割合が増加している。（図３） 

 

図３　年齢３区分別人口割合の推移
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（単位：人） 
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(単位：％) 

(単位：％) 

２ 市区町村 

年少人口割合が最も高いのは千葉市緑区の１６．９％で、次いで、浦安市の１６．５％、以下、白井市１５．８％、

八千代市１５．３％、千葉市美浜区１５．２％の順になっている。また、最も低いのは御宿町の８．２％で、

次いで、勝浦市と長南町の８．７％、以下、鋸南町９．２％、白子町、南房総市、睦沢町９．６％の順になっ

ている。 

生産年齢人口割合が最も高いのは浦安市の７２．０％で、次いで、市川市と富里市の７０．３％、 

以下、印西市６９．８％、栄町６９．１％の順になっている。また、最も低いのは御宿町の５２．３％で、

次いで、鋸南町の５４．１％、以下、南房総市５４．５％、大多喜町５７．６％、館山市、鴨川市５７．８％

の順になっている。 

老年人口割合が最も高いのは御宿町の３９．５％で、次いで、鋸南町の３６．７％、以下、南房総市３５．９％、

勝浦市３２．４％、大多喜町３２．０％の順になっている。また、最も低いのは浦安市の１１．５％で、 

次いで、印西市の１５．７％、以下、千葉市緑区１６．０％、市川市１６．６％、成田市１６．９％の順に 

なっている。（表５、表６、図４） 

表５ 高い順 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 千葉市緑区 16.9 1 浦安市 72.0 1 御宿町 39.5 

2 浦安市 16.5 2 市川市 70.3 2 鋸南町 36.7 

3 白井市 15.8 2 富里市 70.3 3 南房総市 35.9 

4 八千代市 15.3 4 印西市 69.8 4 勝浦市 32.4 

5 千葉市美浜区 15.2 5 栄町 69.1 5 大多喜町 32.0 

 

 

 

表６ 低い順 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 御宿町 8.2 1 御宿町 52.3 1 浦安市 11.5 

2 勝浦市 8.7 2 鋸南町 54.1 2 印西市 15.7 

2 長南町 8.7 3 南房総市 54.5 3 千葉市緑区 16.0 

4 鋸南町 9.2 4 大多喜町 57.6 4 市川市 16.6 

5 白子町 9.6 5 館山市 57.8 5 成田市 16.9 

5 南房総市 9.6 5 鴨川市 57.8 

5 睦沢町 9.6  
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図４　年齢３区分別人口割合（県・市区町村別）
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(単位：％) 
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３ １１地域 

 年少人口割合が最も高いのは葛南地域の１４．０％で、次いで、千葉地域の１３．７％、東葛飾地域と北総

地域が１３．４％となっている。なお、年少人口割合が最も低いのは夷隅地域の９．７％であった。 

 生産年齢人口割合が最も高いのは、葛南地域の６８．３％で、次いで、北総地域の６７．５％、東葛飾地域

の６６．５％の順になっている。なお、生産年齢人口割合が最も低いのは安房地域の５６．５％となっている。 

 老年人口割合が最も高いのは、安房地域の３２．８％となっており、次いで、夷隅地域の３２．６％、香取

地域の２７．２％となっている。なお、老年人口割合が最も低いのは葛南地域の１７．７％となっている。（図５） 

図５　年齢３区分別人口割合（11地域別）
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Ⅲ．年齢（５歳階級、各歳）別、男女別人口 

１ 年齢５歳階級別人口 

年齢５歳階級別にみると、３５～３９歳が５３万４，３０６人で最も多く、総数に占める割合は８．５３％となっている。 

以下、６０～６４歳が４８万９，５９４人で７．８１％、４０～４４歳が４６万２，１６２人で７．３７％、

３０～３４歳が４５万４４０５人で７．２５％、５５～５９歳が４２万８３４９人で６．８４％の順となっている。（表７） 

表７ 年齢５歳階級別人口 
年齢 平成２２年（人） 総数に占める割合（％） 
総数 6,266,608 100.00  
０～４ 268,031 4.28  
５～９ 280,850 4.48  
１０～１４ 285,258 4.55  
１５～１９ 285,824 4.56  
２０～２４ 340,646 5.44  
２５～２９ 399,096 6.37  
３０～３４ 454,405 7.25  
３５～３９ 534,306 8.53  
４０～４４ 462,162 7.37  
４５～４９ 391,643 6.25  
５０～５４ 363,870 5.81  
５５～５９ 428,349 6.84  
６０～６４ 489,594 7.81  
６５～６９ 425,507 6.79  
７０～７４ 325,287 5.19  
７５～７９ 240,743 3.84  
８０～８４ 159,174 2.54  
８５～８９ 84,758 1.35  
９０～９４ 35,403 0.56  
９５～９９ 10,306 0.16  
１００～ 1,396 0.02  
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２ 年齢各歳別人口 

年齢各歳別人口で最も人口が多いのは第１次ベビーブーム世代である、６２歳の１１万５，９９６人で、 

次いで多いのは、第２次ベビーブーム世代である、３６歳の１０万８，９３４人となっている。（図６） 

 

図１－２　千葉県人口ピラミッド

020,00040,00060,00080,000

0歳

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100～

人

0 20,000 40,000 60,000 80,000

男 女

 

 

64～65歳： 

終戦前後における出生減 

36～39歳： 

昭和46～49年の 

第２次ベビーブーム 

71歳： 

日中戦争の動員による 

昭和13年，14年の出生減 

61～63歳： 

昭和22～24年の 

第１次ベビーブーム

44歳： 

昭和 41 年「丙午」の

出生減 

図６ 

総 数 ６，２６６，６０8人 

（単位：人） 

（単位：人）
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Ⅳ．平均年齢 

１ 千葉県 

平成２２年４月１日現在の千葉県の平均年齢は４３．６歳となっており、平成２１年４月から平成２２年

３月までの１年間に０．３歳上昇している。なお、男女別にみると、男性の平均年齢は４２．５歳、 

女性４４．７歳となっている。また、千葉県の平均年齢は平成１６年から平成２２年までの６年間で２．１歳

上昇している。（第４表、図７） 

 

図７　平均年齢の推移
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２ 市区町村 

市区町村別の平均年齢が最も高いのは御宿町の５４．６歳となっており、県の平均年齢を１１．０歳上回っ

ている。以下、鋸南町の５３．３歳、南房総市の５２．８歳、長南町の５１．１歳、大多喜町の５０．７歳の

順になっている。また、平均年齢が最も低いのは浦安市の３８．１歳で、県の平均年齢を５．５歳下回ってい

る。次いで、千葉市緑区の４０．４歳、成田市の４１．３歳、市川市の４１．５歳、白井市４１．６歳の順に

なっている。（表８、表９） 

 

表８ 高い順  表９ 低い順 

順位 市区町村名 平均年齢（歳）  順位 市区町村名 平均年齢（歳） 

1 御宿町 54.6  1 浦安市 38.1 

2 鋸南町 53.3  2 千葉市緑区 40.4 

3 南房総市 52.8  3 成田市 41.3 

4 長南町 51.1  4 市川市 41.5 

5 大多喜町 50.7  5 白井市 41.6 

 

 


